
企
業
の
ご
と
く
振
舞
う
。
更
な
る
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
大

企
業
は
自
民
党
の
政
治
団
体
で
あ
る
「
国
民
政
治
協

会
」
に 

2
0

2
1
 

年
度
だ
け
で
一
億
６
千
万
円
も
の
政
治

資
金
献
金
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
政
治
資
金
規
正

法
は
も
と
も
と
ザ
ル
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
さ
す
が
に
こ
れ
は

や
り
す
ぎ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
旦
こ
の
団
体
か
ら

自
民
党
へ
還
流
さ
れ
れ
ば
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
さ
れ
、

合
法
的
に
各
議
員
へ
配
ら
れ
ま
す
。
河
井
杏
里
議
員
夫

妻
の
選
挙
買
収
事
件
の
時
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
資
金
は

使
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
民
党

は
大
企
業
に
儲
け
さ
せ
、
大
企
業
は
選
挙
で
自
民
党
に

票
を
差
し
出
す
、
自
民
党
の
意
向
に
沿
っ
た
Ｔ
Ｖ
局
に
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
を
集
中
さ
せ
る
。
自
民
党
は
岩
盤
支
持
層
に

年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
（G

P
IF

）
を

使
い
、
株
で
儲
け
さ
せ
る
の
も
選
挙
の
た
め
。2

0
1
2

 

年

の
民
主
党
政
権
か
ら
政
権
を
奪
っ
た
第
二
次
安
倍
政
権

以
降
、
自
民
党
は
こ
の
手
法
を
選
挙
に
勝
つ
方
法
と
し

て
続
け
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
政
治
を

国
民
主
権
に
戻
す
た
め
に
は
政
治
資
金
規
正
法
を
改
正

し
大
企
業
の
政
治
献
金
は
い
か
な
る
政
治
団
体
を
通
し

て
も
非
合
法
と
す
る
か
、
贈
与
税
な
み
課
税
、
罰
則
の
強

化
の
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。
大
企
業
の
内
部
留
保
が
、
消

費
税
が
導
入
さ
れ
た1

9
8

9

年
（
平
成
元
年
）
以
降
の

消
費
税
税
収
総
額
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
額
で
あ
る
こ
と
等

か
ら
、
異
様
な
大
企
業
優
遇
税
制
は
厳
し
く
是
正
し
、

税
を
正
し
く
公
正
に
徴
収
す
る
。
そ
し
て
公
平
に
国
民
に

分
配
す
る
。
税
金
の
分
配
機
能
を
本
来
の
も
の
に
戻
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
軍
拡
の
た
め
に
安
定
財
源
と
し
て
消

費
税
率
を
更
に
上
げ
よ
う
と
か
の
拙
速
な
議
論
は
暴
論

で
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ミ
サ
イ
ル
を
買
う
か
ら
国
民
は

ひ
も
じ
く
て
も
我
慢
し
ろ
の
考
え
で
す
か
ら
、
賛
成
し
か

ね
ま
す
。
先
制
攻
撃
そ
の
も
の
の
敵
基
地
攻
撃
論
な
ど
、

国
民
生
活
を
蔑
ろ
に
す
る
軍
拡
路
線
は
、
兵
器
産
業
に

携
わ
る
死
の
商
人
を
儲
け
さ
せ
る
だ
け
で
す
。
国
民
は
普

通
の
生
活
す
ら
困
難
に
な
る
だ
け
で
す
。
軍
拡
と
あ
ら
ゆ

る
戦
争
準
備
に
反
対
し
ま
す
。  

（
軍
拡
と
あ
ら
ゆ
る
戦
争
準
備
に
反
対
す
る
Ａ
） 

大
軍
拡
・
大
増
税
に
反
対
！ 

こ
お
り
や
ま
共
同
セ
ン
タ
ー
街
宣
で
訴
え
る
（
下
） 

広
島
の
河
井
杏
里
議
員
夫
妻
の
な
り
ふ
り
か
ま
わ
な
い

選
挙
買
収
事
件
、
そ
し
て
一
票
の
た
め
に
統
一
教
会
の
よ

う
な
外
国
勢
力
に
ま
で
国
民
の
財
産
を
簡
単
に
差
し
出
し

た
、 

選
挙
支
援
の
見
返
り
に
違
法
的
な
お
金
の
吸
い
上
げ

も
黙
認
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
批
判
は
ス

ポ
ン
サ
ー
権
を
最
大
限
利
用
し
黙
ら
せ
る
。
つ
ま
り
自
民

党
に
都
合
の
悪
い
こ
と
を
報
道
す
れ
ば
「
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
は

出
さ
な
い
よ
う
に
大
企
業
に
い
う
よ
」
と
恫
喝
す
る
。
ま
さ

に
安
倍
政
権
の
常
套
手
段
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
日
本
の

大
企
業
の
多
く
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
謳
い
、
毎
日
Ｔ
Ｖ
で
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
を
流
し
て
い
ま
す
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
儲
か
っ
て

い
る
大
企
業
、
例
え
ば
三
菱
グ
ル
ー
プ
や
日
立
グ
ル
ー
プ
は

Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
等
の
火
力
発
電
を
世
界
に
積
極
的
に
売
り
込
ん

で
い
ま
す
。
福
島
県
で
も
火
力
発
電
所
が 

1
4

 

基
も
あ
る

日
本
で
も
有
数
のC

O
2

排
出
県
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
両
グ
ル
ー
プ
は
軍
事
兵
器
を
生
産
し
て
い
る
死
の
商

人
の
顔
も
あ
り
、
新
聞
報
道
で
は 

2
0

2
1

年
度
三
菱
重

工
は4

5
9

1

億
円
、
三
菱
電
機
は9

6
6

億
円
、
日
立
は 

3
4

2

億
円
も
の
莫
大
な
防
衛
予
算
を
受
注
し
て
い
ま
す
。

2
0

1
9

年
度
は
三
菱
重
工
が3

1
2

7

億
円
、
三
菱
電
機

が1
0

2
6

億
円
で
し
た
か
ら
、
大
幅
に
受
注
金
額
を
伸
長

さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に2

0
2

1

年
に
川
崎
重
工
は

2
0

7
1

億
円
、
日
本
電
気

9
0

0

億
円
、
富
士
通

7
5

7

億

円
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ5
7

5

億
円
、
ス
バ
ル4

1
7

億
円
で
す
。
こ
の

他
、
日
本
の
大
企
業
は
兵
器
で
は
無
く
と
も
、
少
し
手
を

加
え
る
と
、
兵
器
に
変
わ
る
も
の
を
、
確
信
犯
的
に
製
造
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
の
高
性
能
レ
ン
ズ
を
製
作
し
て
い

る
大
企
業
は
、
そ
の
レ
ン
ズ
が
高
性
能
ミ
サ
イ
ル
に
搭
載
さ

れ
れ
ば
、
と
ん
で
も
な
い
精
度
で
命
中
し
得
る
ミ
サ
イ
ル
に

変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
性
能
レ
ン
ズ
が
顔
認
証
シ
ス
テ
ム

と
組
み
合
わ
さ
れ
、
中
東
で
採
用
さ
れ
て
い
る
監
視
カ
メ
ラ

は
、
人
び
と
の
監
視
や
行
動
抑
圧
目
的
で
使
用
さ
れ
て
い

る
と
指
摘
す
る
方
も
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
大
企
業
が
兵

器
産
業
の
一
角
を
担
い
な
が
ら
、
環
境
に
貢
献
し
て
い
る 
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三
月
十
一
日
に
郡
山
駅
前
で
民
青
同
盟
が
右
の
写
真
の
よ
う
な

フ
ラ
ン
ス
の
大
学
の
学
費
に
関
す
る
シ
ー
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
。
出
生
率
が1

.8
3

人
と
高
い
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
の
学
費
は

ナ
ン
ト2

.1

万
円
だ
そ
う
で
す
。
一
方
、
日
本
の
出
生
率
は1

.3

人
、

国
立
大
学
の
学
費
は
初
年
度
に
入
学
金
と
合
わ
せ
て8

0

万
円
を

超
え
ま
す
。
少
子
化
の
要
因
の
ひ
と
つ
は
子
育
て
の
負
担
感
の
増
大

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
学
費
負
担
の
軽
減
」
「
給
付
制
奨
学
金
の

創
設
」
等
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
、
こ
れ
か
ら
人
生
を
形
成
す
る

若
い
人
達
に
と
っ
て
は
切
実
な
要
求
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
（
遠
藤
） 

 

郡山市革新懇  
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郡山市革新懇 ２０２３年度総会  

とき 5 月２０日（土）午後 1 時３０分開会  

ところ ミューカルがくと館  小ホール 

特別講演  

 「 憲 法 ９ 条 と 安 保 ３ 文 書 改 訂 」  

講  師     長  谷  川   啓    弁  護  士  

（けやき法律事務所）  

 

国会での審議や国民への説明もなしに、安保関連の３文書

を閣議決定し、アメリカの要請に一段と迎合して「戦争する国」

つくりに暴走する岸田内閣。その危険な策動を憲法９条の視

点で長谷川弁護士が講話。革新懇の会員でない方も大歓迎

です。ひとりでも多くの平和を願う皆さんにお出かけいただき、

耳を傾けていただけたらと考えています。（参加費無料）  

 

 


